
Ⅰ．はじめに

　一般に，高温で長時間の熱処理は，木材を暗色化させ（3），

これが著しいと製材品の品質評価が低下するとされている。また，

くん煙加熱処理がスギの黒心材の材色を改善するとされているが

（1，2，5），くん煙加熱処理による材色変化のメカニズムは不明

である。

　本研究においては，乾燥促進や表面割れ防止のための蒸煮処理

（6）が材色に与える影響を調べるとともに，くん煙加熱処理及

び蒸気式乾燥による材色の違いについて検討した。

Ⅱ．試験方法

　１．蒸煮処理材の材色測定

　供試材は，６４年生アヤスギの地上高０～４mの１番玉を用い

た。髄付近から厚さ２５mmの柾目板に製材して長さ約５０cmに切

断した後，高温蒸気式乾燥機（ヒルデブランド株式会社製　

HD７８／KR８ H）を用いて蒸煮処理を行った。処理条件は，乾球

温度１００℃，湿球温度１００℃，処理時間は，０，６，１２，２４，４８，７２，

９６，１２０時間とした。蒸煮処理した試料は，含水率が１５％以下に

なるまで風乾し，表面を１～２mmプレーナがけした後，速やか

に材色を測定した。材色は色差計（スガ試験機株式会社製　ハン

ディーカラーテスター　H－CT）を用い，辺材６カ所，心材１０カ

所を L＊a＊b＊表色系で測定した。

　２．くん煙加熱処理材と蒸気乾燥材の材色測定

　供試材は６４年生アヤスギの地上高０～４mの１番玉と３３年生

ヒノキ精英樹５０クローンの地上高２～４m部位を用いた。髄付

近から厚さ３５mmの柾目板に製材して，長さ約６０cmに切断した

後，表－１の条件で乾燥を行った。乾燥後，表面を１～２mmプ

レーナがけし，前項の試験と同様に材色を測定した。

Ⅲ．結果及び考察

　１．材色に及ぼす蒸煮時間の影響

　蒸煮処理時間ごとの供試材の材色を写真－１に示す。各蒸煮時

間ごとの材色を目視で比較すると，蒸煮を行わなかった材は，心

材の赤みが強く，全体的に鮮やかであった。一方，蒸煮処理材は，

全体的にくすんだ色となり，蒸煮処理時間の長いものほど暗色化

する傾向にあった。また辺材色は，蒸煮時間が２４時間までと４８時

間以降で顕著な差が見られた。心材色は，最も短い６時間蒸煮で

明るい赤色が失われ，その後，４８時間以上の蒸煮では，黄色味が

かった材色に変わり，時間増加とともに暗色化が進んでいた。

　次に，色差計による測定結果を図－１，２に示す。明度を表す
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速　報

写真－１．蒸煮処理時間ごとの材色

表－１．乾燥処理条件

処理の内容処理方法

処理温度１００℃（炉内中段），２日間くん煙加熱処理

乾球温度８５℃，湿球温度８５～６５℃，４日間蒸気式乾燥（中温）

屋内にて３ヶ月天然乾燥



L＊値は，辺材，心材とも蒸煮処理を開始してすぐに減少し，以

後１２０時間まで漸減した。これは，熱処理によって L＊値が時間と

ともに低下するという既報の結果（4）と一致した。赤方向の彩

度を表す a＊値は，辺材，心材とも４８～７２時間まで増加し，７２時

間付近をピークに急激に小さくなった。以上のことから，蒸煮時

間が長くなるほど材色の変化は大きくなると考えられた。

　２．材色比較

　各処理後の含水率を表－２に示す。ヒノキ材については，処理

前からかなり低い含水率を示した。これは，伐採から製材までの

期間が長かったためと思われる。

　スギ材において，くん煙加熱処理した材と天然乾燥材，蒸気乾

燥材の材色を目視で比較したところ，天然乾燥材の心材部分で赤

みが強く感じられたのに対して，蒸気乾燥材では鮮やかさが無く，

くすんだ感じの色になっていた。くん煙加熱処理材は両者の中間

で，多少くすんだ印象を受けるものの，赤みは天然乾燥材に近

かった。

　次に，色差計で測定した結果を表－３に示す。L＊値は辺材，

心材とも蒸気乾燥材が最も低い値を示した。くん煙加熱処理材の

L＊値は，蒸気乾燥材よりも高く，天然乾燥材とほとんど同じか

やや低い値を示した。くん煙加熱処理材の a＊値は，辺材，心材

ともに他の方法と比較して高くなる傾向があった。

　また，ヒノキ精英樹の心材色を測定した結果，L＊と a＊には負

の相関が認められた（図－３）。各処理の心材の L＊値は，くん煙

加熱処理６９．６，蒸気乾燥材６６．２，天然乾燥材７０．３でくん煙加熱と

天然乾燥との間に有意な差が認められた。同様に，a＊値は，く

ん煙加熱処理８．２，蒸気乾燥材６．０，天然乾燥材７．７で，くん煙処

理と天然乾燥との間に有意な差は認められなかった。このことか

ら，くん煙加熱処理材では，天然乾燥材と比較して L＊の低下が

認められるものの，a＊は，蒸気乾燥材より天然乾燥材に近い材

色であった。

　以上の結果から，くん煙加熱処理の材色は，蒸気乾燥材よりも

天然乾燥材に近く，くん煙加熱処理による材色変化が小さいこと

を示唆している。
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図－１．蒸煮時間による辺材色の変化

図－２．蒸煮時間による心材色の変化

表－２．各処理後の供試材の含水率（％）

中温乾燥くん煙処理天然乾燥処理前

３２．６３２．０３９．５６９．６スギ材

１０．３　３．２１７．１２０．０ヒノキ材

表－３．乾燥方法別のスギの材色比較

蒸気乾燥くん煙処理天然乾燥

６６．２６９．１７０．３L＊
心
材 ６．０８．２７．７a＊

２３．２２３．９２４．５b＊

７５．９７８．８７９．８L＊
辺
材 １．６２．３１．５a＊

２２．７２１．６２２．７b＊

図－３．乾燥方法別のヒノキ精英樹の心材色


